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絵本から始まるコミュニケーション 
― Harry the Dirty Dog を用いた授業 
 
                                               原田 明子 
                                                                          
１．言語の習得と絵本 
幼い子供は、気に入った絵本を何度も繰り返し読んでもらいたがる。よくも飽きないも
のだと大人たちが呆れてしまうほどに。優れた物語は、繰り返し語られてもなお、聞き手
の想像力を刺激する魅力を持っており、子供はその都度空想の世界で、楽しい充実した時
間を過ごしているのだ。そうしているうちに、絵本の内容をすべて暗唱してしまう子供も
少なくない。物語を繰り返し読んでもらううちに、子供は語彙や言葉の使い方に慣れ親し
み、それとともに、言語表現に込められた情感や社会で共有される価値観といった、無形
の文化を身に着ける。 
絵本や物語の持つこのような魅力や効果を、外国語の学習に効果的に取り入れることは
できないだろうか。⺟語の習得段階にある子供たちが絵本やお話を通じて得る学習効果を
念頭に置いて、英語を学び始めた小学校中学年、高学年の子供たちを対象とした、英語の
絵本を用いた、楽しく効果的な授業の方法を考えてみたいと思う。 
 
２．テキスト Harry the Dirty Dog について 
 今回使用するテキストは Harry the Dirty Dog である。本書は Gene Zion の文章と
Margaret Bloy Graham のイラストからなる絵本で、1956 年にアメリカで出版されて以来、
英語圏だけでなく、たくさんの言語に翻訳されて読まれてきた。日本でも 1964 年に渡辺茂
男訳『どろんこハリー』というタイトルで福音館から出版され、世代を超えて⻑く親しま
れている。Harry by the Beach (1976)『うみべのハリー』、No Roses for Harry (1976)『ハ
リーのセーター』、 Harry and the Lady Next Door (1978)といった続編も出版されており、
世界中に Harry のファンは多い。この絵本がいかに広く愛されているかを示すエピソード
がある。二十年ほど前、カナダ人男性と結婚した筆者の友人がカナダに移住した時、彼の
上司が、まだ幼かった子供に Harry the Dirty Dog をプレゼントしてくれたというのだ。上
司自身が Harry という名前で、そのプレゼントはあいさつ代わりでもあったというのだが、
この絵本の持つ雰囲気は、いかにもこうした心温まる人々の出会いの場にふさわしい。 
 Harry the Dirty Dog は、両親と二人の子供（姉と弟）の四人家族と、彼らが飼っている
ハリーという犬の物語だ。お風呂の嫌いなハリーは、ある日風呂ブラシを庭に埋めて家を
－ 23 －
教職実践センター研究紀要  第6号  2018年2月
作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部
抜け出す。街中の工事現場や鉄道、空き地など、様々な場所で楽しく遊ぶが、その間にど
んどん体が汚れて行き、⽩地に⿊い斑点のある犬だったはずが、⿊字に⽩い斑点のある犬
に変わってしまう。遊び疲れて空腹になった彼は家が恋しくなり家族のもとに帰るが、色
の反転してしまったハリーを見ても、家族にはそれがハリーであることがわからない。ハ
リーは最終的に自分から体を洗ってもらうことで、元の柄にもどり、家族に自分を認めて
もらう。この絵本は、インターネットのサイトで、朗読に合わせて簡単なアニメーション
の挿絵を見ることができ、手元に絵本がなくても内容を楽しめる。 
 では英文の内容を見てみよう。最初の 1 ページと 28 ページ以外は見開きの挿絵となって
いる。 
p.1 
Harry was a white dog with black spots1 who liked everything, except2...getting a bath. 
So one day when he heard the water running in the tub, he took the scrubbing brush… 
 
p.2-3 
and buried it in the backyard./ Then he ran away from home. 
 
p.4-5 
He played where they were fixing the street/ and got very dirty3. 
 
p.6-7 
He played at the railroad/ and got even dirty. 
 
p.8-9 
He played tag with other dogs/ and became dirtier4 still. 
 
p.10-11 
He slid down a coal chute and got the dirtiest5 of all. In fact6, he changed/ from a white dog 
with black spots to a black dog with white spots7. 
 
p.12-13 
Although8 there were many other things to do，Harry began to wonder if his family thought 
that he had really run away./ He felt tired and hungry too, so without stopping on the way he 
ran back home. 
 
p.14-15 
When Harry got to his house, he crawled through the fence/ and sat looking at the back 
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door./ One of the family looked out and said, “There’s a strange dog in the backyard… by 
the way, has anyone seen Harry?” 
 
p.16-17 
When Harry heard this, he tried very hard to show them he was Harry.  He started to do all 
his old, clever tricks.  He flip-flopped/ and he flop-flipped. He rolled over and played 
dead. 
 
p.18-19 
He danced and he sang./ He did these tricks over and over again, but everyone shook their 
heads and said, “Oh no, it couldn’t be Harry.” 
 
p.20-21 
Harry gave up and walked slowly toward the gate, but suddenly he stopped./ He ran to a 
corner of the garden and started to dig furiously.  Soon he jumped away from the hole 
barking short, happy barks. 
 
p.22-23 
He’d found9 the scrubbing brush!  And carried it in his mouth, he ran into the house./ Up 
the stairs he dashed, with the family following close behind. 
 
p.24-25  
He jumped into the bathtub and sat up begging, with the scrubbing brush in his mouth, a 
trick he certainly had never done before./ “This little doggie wants a bath!” cried the little 
girl, and her father said, “Why don’t you and your brother give him one?” 
 
p.26-27 
Harry’s bath was the soapiest10 one he’d ever had11.  It worked like magic.  As soon as the 
children started to scrub, they began shouting, “Mummy!  Daddy!  Look, look!  Come 
quick!”/ “It’s Harry!  It’s Harry!  It’s Harry!” they cried.  Harry wagged his tail and was 
very, very happy.  His family combed and brushed him lovingly, and he became once again 
a white dog with black spots. 
 
p.28 
It was wonderful to be home.  After dinner, Harry fell asleep in his favorite place, happily 
dreaming of how much fun it had been getting dirty.  He slept so soundly, he didn’t even 
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feel the scrubbing brush he’d hidden12 under his pillow. 
 
物語の内容はいたずらな犬の行動を描いた単純なものだが、語られる英文には、下線部 2
の except や 6 の In fact、8 の Although で始まる文のような、子供が日常生活では使わない
ような、少し背伸びした語彙や表現も散見される。また、テキストの英文は物語の定番の
形式として過去形で語られており、下線部 9、11、12 には過去完了形も登場している。そ
の一方で、ハリーの体毛の色を表す下線部 1 と 7 の反転した表現や、下線部 3、4、5 の dirty
の比較級及び最上級、下線部 10 の表現は、子供にとっては言葉遊びの感覚で容易に習得で
きるものであろう。 
 このように、テキストの英語には多少難易度のばらつきがある。しかし、⺟語での絵本
の読み聞かせの場においても、聞き手である子供たちが必ずしもテキストの言葉をすべて
理解しているわけではない。むしろ、音声に興味を惹かれて繰り返し言葉をまねるうちに
自然にその語を覚えてしまったり、わからない言葉の説明を求めたりしながら何度も繰り
返し読んでもらううちに、段階的に語彙や言い回しを習得していくというのが、絵本を通
じた言葉の習得の一般的な形であることを考えると、絵本の中に含まれるこのような難易
度のばらつきこそが、コミュニケーションを活性化させる要因となるかもしれない。 
Harry the Dirty Dog の場合、中学年の「外国語学習」から英語をスタートさせた 6 年生
のクラスであれば、授業の到達目標の設定次第で、様々な段階の読み聞かせの授業を行う
ことが可能と思われる。ここでは二つの段階を設定してみたい。 
(1) これまでの「外国語学習」のように英語の音声を中心とした授業では、イラストに注目
させ、登場人物や街の中の様子についてやさしい英語で解説を加えながら話を進めるによ
って、子供たちは語彙や物語の内容を十分理解することができ、そうしたやり取りを通じ
て絵本を介した英語でのコミュニケーションを行うことができる。その際、先に指摘した
言葉遊び的な言い回しに注目させ、英語の用法を音声の面から身に着けてゆく指導も可能
となる。さらに、子供たち自身にハリーの行動やその時々の気持ちを英語で表現させるこ
とで、物語の読解力や英語の発信力を高めることもできる。 
(2) 文法的な内容にまで踏み込んだ、より高度な内容の授業を設定するならば、時制や比較
級についての体系的な理解を促し、接続詞による話の論理的な展開に親しませるなど、言
語の構造に注目した英語学習が可能になる。 
以下に、これらの可能性を踏まえて、絵本 Harry the Dirty Dog を使った授業の展開例を
示したい。 
 
３．小学校英語の授業（6 年生）における Harry the Dirty Dog の活用 
 上述(1)の段階の授業の目標を、以下の三点とする。 
① 音声と挿絵を通じて物語の内容に親しませ、その過程を通じて語彙を増やす。 
② 主人公 Harry について、学習者自ら英語で紹介したり、Harry の行動や気持ちを英語で
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説明したりできるようにする。 
③ 時制や比較級、接続詞といった文法事項に慣れさせる。 
 
①の実践 
読み聞かせは三回か四回の授業に分けて行い、物語の進行とともに少しずつ語彙を増や
していく。絵本を朗読する際、それぞれの場面で以下のような解説を加え、英語での質問
に英語で答えさせるなど、コミュニケーションを図りながら進めていく。挿絵とやさしい
英語のやりとりを通じて、物語を理解させるようにする。 
また、挿絵を見ながら”How many people?” “How many cats?” などの質問に答えさせて、
テキストの英文には出てこない英語の復習をすることも可能である。 
p.1 
 This is a picture book about Harry.  What is Harry?  Does anyone know Harry?  Harry 
is a dog.  He is a white dog with black spots.  Look at this cover picture.  There are two 
dogs.  This dog is a white dog with black spots.  And this dog is a black dog with white 
spots.  Harry is a white dog with black spots.  Which is Harry?   
テキスト朗読 
Do you like a bath?  Harry didn’t like a bath. 
 
p.2-3 
テキスト朗読 
What is he doing?  He is digging the backyard. 
 
p.4-5 
テキスト朗読 
Look at Harry in the picture?  He is very dirty. 
 
p.6-7 
テキスト朗読 
Look at this picture.  This is a railroad.  What is this vehicle? 
This is a locomotive.  A woman and a child are watching the locomotive.  Where is Harry? 
He got dirtier.   
 
p.8-9 
How many dogs are there in this picture?  Where is Harry? 
How does he look like?  He got dirtier still.  He is almost black.       
What are they doing? They are playing tag. 
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テキスト朗読 
 
p.10-11 
These black things are pieces of coal.  In old days, people used coal as fuel.  This is a coal 
chute.  Pieces of coal comes from this chute.   
テキスト朗読 
 
p.12-13 
What is Harry doing?  At this page, he is looking at a man.  And at the next page, he is 
looking at the people in a café.  He remembered his family. 
テキスト朗読 
 
p.14-15 
He came home.  He is in the yard.   
テキスト朗読 
Did the family find Harry? 
 
p.16-17, p.18-19 
What is Harry doing? 
テキスト朗読 
Did the family find it was harry?   
 
p.20-21 
The family didn’t notice the dog was Harry.  Why? 
Harry was a white dog with black spots.  But this dog is … 
How is Harry?  He is sad. 
テキスト朗読 
What’s this?   
 
p.22-23 
This is a brush!  Harry buried it in the backyard.  Do you remember it? 
テキスト朗読 
They went upstairs. 
How is Harry?  He is happy. 
 
p.24-25 
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What’s this?  It is a bathtub.  Harry is in a bathtub.  He wants a bath.  Did he like a 
bath? 
テキスト朗読 
 
p.26 
テキスト朗読 
Two children washed Harry.  Look at this Harry?  He is a black dog with white spots. 
 
p.27 
テキスト朗読 
Look at this Harry?  He is a white dog with black spots. 
 
p. 28 
What is Harry doing? 
テキスト朗読 
Where is the scrubbing brush? 
 
②の実践 
絵本の読み聞かせが終了し、子供たちが物語になじんだら、挿絵について英語で質問し、
子供たちに英語で答えさせ、物語の内容と語彙を復習させる。また、主人公ハリーの気持
ちになって、He で始まる英文で、ハリーの行動、その都度の気持ちを表現させる。次に、
音声中心の学習をライティングの学習に移行させる。絵本の挿絵のコピーを用意し、brush、
bathtub、stairs、tree、window、family などの英単語を挿絵に書き込ませることによって、
音声と文字をリンクさせることができる。 
読み聞かせを繰り返しながら、これらを二回に分けて行う。 
 
③の実践 
 挿絵に描かれたハリーの行動は、take, bury, run away, play といった動詞の過去形で表現
されている。それぞれの動作を行っているハリーの挿絵を示しながら現在形、過去形、現
在分詞の形や意味の違いを認識させる。物語の言葉が過去形で表現されていることに気づ
かせる。 
 また、dirty-dirtier-the dirtiest の比較級の変化について、ハリーの色の変化を追いながら
確認させる。同様の語形変化として、large、small、heavy などの身近な形容詞も取り上げ、
語形の変化を類推させてもよい。挿絵に出てくる家族や猫、犬について比較級で表現させ
ることもできる。26 ページでハリーが入ったお風呂は the soapiest と表現されているが、
soap の意味を教えたうえで、どんなお風呂だったのかを説明させてもよいだろう。このよ
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うにして、比較級の語形変化を認識させることができる。 
 
４．終わりに 
 以上は小学校 6 年生レベルでの英語の授業として考案したものだが、授業の中でテキス
トの英文を完全に理解させることを目指してはいない。過去完了形について解説していな
いし、不規則動詞の活用について暗記せよという指導もしていない。しかし、子供たちが
時制について意識したり、比較級の変化のパターンに注目したりすることで、今後の学習
のきっかけを作ることはできたと思う。絵本を使った学習の最大の効果は、物語に耳を傾
けて話を追ううちに、言葉になじんで行くことだと思う。語形変化や文法の規則をテスト
するのではなく、まずは挿絵と音声で英語の物語を楽しむことを目指したい。難易度の高
い内容は、可能な範囲で授業に取り入れてゆけばよい。学習の仕上げとして、先に挙げた
動画サイトを視聴させると、物語の内容の良い復習になると思う。 
 また、この物語は約 60 年前に出版されており、挿絵には、子供たちが目にしたことのな
い昔の光景もいくつか描かれている。授業の中では、祖⽗⺟の時代の物語であることを伝
え、社会生活における今と昔の違いにも注目させたい。 
 
注： 
1.  Gene Zion, Harry the Dirty Dog (Harper Trophy, 2002) 
2．Harry the Dirty Dog の読み聞かせ動画サイト 
https://www.youtube.com/watch?v=7j0OY3236jw 
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